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「かわいい子には旅をさせろ」、「苦労は買ってでもせよ」 

 我が子には苦労はさせたくないという親の気持ちは、私も親ですので良く分かります。しかし、長い

人生を考えると、自分の思い通りにいくことよりも、苦労すること、思い通りにいかないことの方が多

いものです。子どもは、親亡き後に一人で生きていくのが普通の順序です。そのことを腹にすえて、子

どもの将来を見通すべきだと考えるのです。 

【正しい親の愛情と義務】 

…親よりもたくましく、粘り強く、人生を生き抜いていく力と知恵を子どもに与えておくこと。 

子どもたちに、『生き抜く力と知恵』を育てるには、負ける練習、恥をさらす訓練、格好のわるい体験

を、出来るだけ多く子どもにさせておくことも必要ではないでしょうか。人間の身体は、使ったところ

（鍛えたところ）が強くなります。反対に、使わなかったところは、どんどん弱く

なります。現代っ子の弱点は、まさに、「負けに耐える心」「かっこ悪さに耐える心」

の不足です。 

自分の思い通りにならないとき、 

 一 じっと我慢して、自分の欲望にブレーキをかける 

 二 だだをこねて思いを通す 

子どもは、いずれかの行動をとります。大事に大事にだだをこねさせて、思いをみんな通させる子育

ては、二の子をつくり、厳しい人生を生き抜く力は、とうとう育たずじまいで終わります。 

 

  楽してカッコよければ幸せか？ 

  逆に、骨を折ることが不幸なのか？ 

  人間の本当の幸せとはいったい何なのか？ 

 人間の本当の幸せとは、「充実感のある生き方」だと思います。骨を折らない、

努力を必要としない仕事に充実感はありません。山登りに生

き甲斐を感じるのは、山登りが大変だからです。楽じゃない

から充実感があるのです。 

 人生勝つことばかりに照準をあてて、大事に大事に保護しすぎると、将来大変

なことになってしまうように思います。 

 

金銭感覚を育てよう！ 

  キャッシュレス社会になっても、お金の価値を知り、適切に消費する術を学んでおく必

要があります。お金は簡単に手に入るものではなく、労働の対価として得るものです。子

どもたちには、お手伝い等を通して、お金の価値を感じ取らせたいものです。また、年齢に応じて、お小

遣いを与え、自分で使い方を考えて買い物をする体験も貴重です。友だち間のおごり、おごられは、まず

あり得ません。親が知らない所で、高額な買い物を子どもの判断だけですることも、とても危険です。 
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■真城小学校ホームページ■ 日々、真城小学校の様子や子どもたちの活動を投稿しています。 要チェック♥ 

 

 

 

 



最新 ＳＮＳ基礎知識 

 

 コロナ禍を経て、デジタル技術は学校に欠かせないものとなりました。一人一台端末の授業や家

庭での利活用をはじめ、学校校務のＩＣＴ化も加速しています。 

 そんな中に、子どもたちの生活にもデジタル化の波は一気に押し寄せており、とりわけスマート

フォンの所持率の増加が、顕著になっています。時は夏休み前。夏休みには、子どもたちのネット

利用の時間が長くなり、保護者の目が行き届きにくくなりますので、ここでＳＮＳの基礎知識につ

いて学び、ネットによるトラブルの未然防止に動きたいと考えます。 

 

【スマホの所持率は増加、低年齢化も進む】 

 ＳＮＳ利用率  小学校低学年 ３４％ 

         小学校高学年 ５１％  （NTTドコモ調べ） 

 ＳＮＳサービスの利用  

※ほとんどのＳＮＳが１３歳以上から利用可能 

    ①Line   連絡用、コミュニケーショントラブル多発 

    ②TikTok  高学年女子４割、短尺動画で次々に再生できりがない 

    ③Instagram 24 時間で消えるストーリーズ投稿 

    ④YouTube   長時間視聴 

    〇次は、メタバース（仮想空間）か？ 自分の化身アバターで、仮想ワールドでゲームを 

 したり、ユーザー同士で交流したりする。 

 

【トラブルや事件に巻き込まれる子どもたち】 

 例１ Line でのコミュニケーショントラブルは非常に多く起きており、いじめに発展する例も

多く報告されている。子どもが、SNS に投稿したことがきっかけで炎上が起き、個人情報

流失につながった例もある。取り返しがつかないケースです。 

 例２ 投稿へのコメントやメッセージの交流から、悪意ある大人に誘い出されて誘拐や性被害に 

  あったり、自画撮り被害に巻き込まれたりする事例も発生している。 

例３ ＳＮＳの募集に応募した結果、闇バイトに巻き込まれてしまった事例あり。 

例４ 部屋にこもって長時間のゲームや YouTube 視聴により、生活リズムが乱れ、昼夜逆転の 

生活となってしましまった。学習への意欲も減退し、学校から足が遠のいてしまう。 

 

【トラブル防止に向けて】 

 ① SNS を安全に使うための機能を活用しましょう。 

  ・安心フィルター（フィルタリングサービス） 

  ・iOS：スクリーンタイム機能 

  ・Android：ファミリーリンク機能 

 ② 安全設定（TikTok、Instagram） 

   ・知らない人とのメッセージやコメントのやり取りができなくなる設定 

③ 情報モラル指導（命を守る） 

 ・ネットでは素性が偽れるので、安易に信用して会いに行かない。 

・ＳＮＳは不特定多数が見るため他人が不快に思うことや個人情報は投稿しない。 

 ・ＳＮＳでの賞金当選やプレゼントなどは、闇バイト等つながるリスクがあることを理解する。 

 

 

 

安全機能を 

ぜひ活用して！ 


